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【水木要太郎（水木十五堂）
� 1865-1938とは】

　十五堂は雅号で本名は要太郎。
なぜ十五なのか。所説あるが詳し
いことはわからない。生まれは愛
媛県伊予市。少年のころから利発
で書道が得意。松山中学、東京高
等師範学校に学んだ後、教師とし
て奈良県に転住。以後40数年にわ
たり大和郡山市（豆腐町）で奈良
県尋常中学校（現郡山高校）教
諭、奈良女子高等師範学校（現奈
良女子大学）教授、奈良国立博物
館学芸員を歴任。漢詩・和歌・俳
句・書画・狂歌・茶道・演劇等、
7000点あまりが「水木コレクショ
ン」として受け継がれている。
　水木はメモ魔で書くことが生き
がいというほど大量のメモを残し
た。大福帳を肌身離さず持ち歩
き、人との出会いを大事にした。
大福帳は、高村光雲、若山牧水な
ど多くの学者や文人、芸術家の署
名やコメント、似顔絵など300冊
を超える貴重な記録となってい
る。また著書も多く残した。法隆
寺に関する書籍などがあり、水木
は法隆寺の価値を最初に見出した
人物と言われている。また、奈良
についての案内書や大和鉄道唱
歌、骨とう品の収集など、大和を
代表する研究者として功績を残し
た。水木要太郎は昭和13（1938）
年に亡くなる。

【水木十五堂賞創設】

　大和郡山・稗田村の語り部　稗
田阿礼は古事記の編纂に大活躍す
るが、それから1300年となる2012
（平成24）年、大和郡山市は「古
事記1300年紀事業」に彩られた。
　テーマは「人間ってすごいじゃ
ないか。語り継ごうよ、語り部の
里から。」
　数々の事業の中で特に力をいれ
たのが「古事記と宇宙」である。
古事記は日本人の原点である。イ
ザナミとイザナギの神様が出会
い、国が生まれる。古事記の世界
はとても人間らしく、壮大なもの
を感じる。地元の市民劇団「古事
語り部座」は「古事記（ふること
ぶみ）」を公演してきた。今年６
作目となる公演は10月29日、30日
に予定されている。
　古事記にまつわる事業の一環と
して「大和の水木か、水木の大和
か」とまで称賛された水木要太郎
氏の業績を顕彰し、後世に語り継
ぎ、未来につなぐため、大和郡山
市は「水木十五堂賞」を創設する
ことになった。そもそものきっか
けは「水木十五堂小伝」松藤貞人
著の一冊の本にある。語り部の
里、大和郡山から語り継ぐことの
大切さを発信する取り組みのひと
つとして、偉大な先人のことを
知ってほしいという思いがある。

【水木十五堂賞歴代受賞者】

　第１回荒俣宏氏（小説家）、第
２回肥田晧三氏（なにわ学の大
家）、第３回４代目市川猿之助氏
（歌舞伎役者）、第４回辻本一英
氏（伝統芸能保存、研究）、第５
回島利栄子（女性の日記研究）、
第６回吉田真一郎氏（美術家）、
第７回保山耕一氏（映像作家）、
第８回４代目旭堂南陵氏（講談
師）、第９回木下宗昭氏（根付文
化の継承、研究）、第10回小泉和
子氏〈生活史研究〉
　水木十五堂賞は現代の語り部で
あり博識と見識をもって広く社会
の発展に貢献した人物を表彰。

【シビックプライドを
� 大切にするまちづくりを！】

　賞を創設して10年たち、自分た
ちの町は自分たちでつくる取り組
みを行っている。
　こどもたちに橋の名前を考えて
もらい、57の橋にQRコードを付
けて名前の由来などを知ってもら
えるようにした。橋をたどりなが
らのツアーができる。
　大和郡山市の指標は「平和のシ
ンボル、金魚が泳ぐ城下町。」
　これからどうなっていくのか。
先人が頑張ってくれたのだから、
さまざまな分野の方々との交流の
輪を広げるとともにシビックプラ
イドを大切にするまちづくりを進
めていきたい。

　法華寺友の会・JAPAN21との共催で９月第２例会を20日に開催した。講師の大和郡山市長上田
清氏は2001年市長に当選されて今年で６期目。講演テーマの水木十五堂は明治から昭和にかけて大
和郡山市に居住し「大和の水木か、水木の大和か」とまで称賛された人物である。大和の歴史や文
化を研究し膨大な資料を収集した水木要太郎（水木十五堂）氏の業績を数々の貴重な資料をもとに
語っていただいた。

水木十五堂
―大和の水木か、水木の大和か―

大和郡山市長　上田　清 氏


